
平
成
29
年
２
月
７
日
（
火
）、
北
九
州
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議

会
と
北
九
州
市
教
育
委
員
会
と
の
教
育
懇
談
会
が
、
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
ホ
テ
ル
小
倉
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

北
九
州
市
教
育
委
員
会
か
ら
は
、
教
育
長
を
は
じ
め
各

課
部
課
長
の
皆
さ
ん
が
、
市
Ｐ
協
か
ら
は
、
曽
我
部
会
長

を
は
じ
め
と
す
る
役
員
・
理
事
16
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

以
下
、
懇
談
会
の
要
旨
を
抜
粋
し
て
掲
載
し
ま
す
。

児
童
・
生
徒
の
体
力
は
、
平
成
28
年
度
全
国
体
力
・
運

動
能
力
・
運
動
習
慣
等
調
査
に
よ
り
ま
す
と
、
大
き
く
向

上
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
中
学
校
で
は
、
男
子

も
、
女
子
も
全
国
平
均
を
上
回
る
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。

特
に
、
男
子
は
、
全
て
の
調
査
項
目
に
渡
り
全
国
平
均
を

上
回
っ
て
い
ま
し
た
。

小
学
校
の
児
童
の
体
力
も
、
あ
と
少
し
で
、
全
国
平
均

に
並
び
そ
う
で
す
。
各
学
校
で
、
学
校
全
体
と
し
て
体
力

作
り
に
取
り
組
み
、
体
育
科
・
保
健
体
育
科
の
学
習
の
中

で
授
業
改
善
が
行
わ
れ
た
成
果
だ
と
考
え
ま
す
。

一
方
、
学
力
向
上
の
方
は
、
各
学
校
で
一
生
懸
命
に
取

り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
は
い
る
の
で
す
が
、
具
体
的
な
成

果
と
し
て
出
て
き
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。
今
後
は
、

学
校
・
家
庭
・
地
域

の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
の
も
と
に
連
携
を

図
り
な
が
ら
よ
り
良

い
学
習
環
境
を
整
え
、

児
童
・
生
徒
の
学
習

意
欲
を
高
め
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
ま
す
。
ま
た
、

子
ど
も
た
ち
の
生
活
、

学
び
の
姿
、
心
の
育

ち
を
見
て
い
く
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
か
ら
、「
宿
題
を
す
る
」
は
全
国
平
均
に
近

づ
い
て
い
る
こ
と
、「
家
で
、
自
分
で
計
画
を
立
て
て
勉

強
を
す
る
」
等
へ
の
さ
ら
な
る
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

次
期
学
習
指
導
要
領
で
求
め
ら
れ
て
い
る
「
ア
ク
テ
ィ

ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
」
の
視
点
を
今
後
導
入
し
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。
心
の
育
ち
に
つ
い
て
は
、「
就
寝
時
間
」「
朝

食
の
摂
取
率
」「
メ
デ
ィ
ア
へ
の
接
触
時
間
」に
つ
い
て
は
、

や
は
り
引
き
続
き
課
題
が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
結
果
を
踏
ま
え
、
今
年
度
よ
り
「
学
力
向
上・

体
力
向
上
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
市
内
小
学
校
18
名
・
中
学
校
４
名
の
学
力
向
上

推
進
教
員
を
任
命
し
、
若
い
先
生
方
の
授
業
力
ア
ッ
プ
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
ひ
ま
わ
り
学
習
塾
を
さ
ら

に
多
く
の
学
校
に
拡
大
し
、
基
礎
学
力
の
定
着
を
図
る
と

と
も
に
、
家
庭・地
域
と
の
連
携
に
つ
い
て
も
充
実
を
図
っ

て
い
ま
す
。

教
育
委
員
会
で
は
、
北
九
州
市
子
ど
も
の
未
来
を
拓
く

教
育
プ
ラ
ン
に
基
づ
い
て
教
育
の
振
興
を
図
っ
て
い
ま

す
。
特
別
支
援
教
育
は
、
そ
の
重
点
取
り
組
み
の
一
つ
と

し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

に
よ
り
、
特
別
支
援
学
級
の
増
設
、
市
費
講
師
等
の
配
置・

活
用
、
東
部
地
域
に
お
け
る
特
別
支
援
学
校
の
再
編
成
な

ど
一
定
の
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

学
齢
期
の
児
童
生
徒
数
が
年
々
減
少
の
傾
向
に
あ
る

の
で
す
が
、
教
育
的
ニ
ー
ズ
の
あ
る
子
ど
も
の
数
は
年
々

増
加
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
個
々
の
状
態
や
必
要

な
指
導
支
援
の
在
り
方
も
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

相
談
支
援
体
制
の
整
備
、
教
員
の
専
門
性
の
向
上
、
関
係

機
関
や
外
部
専
門
家
等
と
の
連
携
を
図
っ
た
支
援
体
制

の
構
築
、
施
設
設
備
面
で
の
整
備
等
が
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。
我
が
国
で
は
平
成
26
年
に
「
障
害
者
の
権
利
に
関

す
る
条
約
」
を
批
准
し

ま
し
た
が
、
そ
れ
ま
で

の
間
に
障
害
者
基
本
法

の
改
正
、
障
害
者
差
別

解
消
法
の
制
定
な
ど
国

内
の
法
整
備
が
進
め
ら

れ
て
き
て
い
ま
す
。
子

ど
も
た
ち
一
人
一
人
の

教
育
的
ニ
ー
ズ
に
応
じ

た
教
育
環
境
や
支
援
体

制
を
さ
ら
に
整
備
し
て

い
く
こ
と
な
ど
が
提
言

さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
こ
う
し
た

動
向
を
踏
ま
え
た
上
で
、
本
市
に
お
け
る
特
別
支
援
教
育

の
課
題
を
今
一
度
整
理
し
、
中
長
期
的
な
視
点
で
本
市
の

特
別
支
援
教
育
の
方
向
性
を
定
め
ま
し
た
。
多
様
な
教
育

的
ニ
ー
ズ
に
よ
り
適
切
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
北
九
州
市

特
別
支
援
教
育
プ
ラ
ン
を
策
定
い
た
し
ま
し
た
。
本
プ
ラ

ン
を
も
と
に
、
子
ど
も
た
ち
の
可
能
性
を
引
き
出
す
教
育

の
充
実
、
子
ど
も
た
ち
の
「
わ
か
る
」「
で
き
る
」
喜
び

の
実
現
に
つ
な
げ
、
子
ど
も
た
ち
の
生
き
る
力
の
育
成
に

務
め
る
と
と
も
に
、
子
ど
も
た
ち
や
保
護
者
、
市
民
の
皆

様
の
障
害
者
理
解
を
促
進
し
、
共
生
社
会
の
形
成
に
結
び

付
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
取
り
組
み
の
充
実
を
図
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
プ
ラ
ン
が
計
画
で
終

わ
る
の
で
は
な
く
こ
の
プ
ラ
ン
を
基
に
様
々
な
施
策
を
今

後
展
開
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
、
他
局
と
連
携

し
な
が
ら
特
別
支
援
教
育
の
推
進
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

平
成
29
年
度
の
教
育
委
員
会
の
予
算
の
要
求
状
況
に
つ

い
て
、
分
野
別
に

（
１
）
心
の
育
ち
・
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
の
醸
成

（
２
）
学
力
・
体
力
向
上
に
向
け
た
取
組
み

（
３
）
特
別
支
援
教
育
の
充
実

（
４
）
信
頼
さ
れ
る
学
校
運
営
の
推
進

（
５
）
教
育
環
境
の
整
備

（
６
）
家
庭
・
地
域
の
教
育
力
を
高
め
る

（
７
）
図
書
館
の
整
備
、
機
能
の
充
実

に
つ
い
て
お
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
教
育
懇
談
会
を
通
じ
て
、
教
育
委
員
会
と
協
力
し

て
歩
む
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会
で
あ
る
た
め
、
子
ど
も
た
ち
の
た

め
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
し
て
何
が
で
き
る
の
か
考
え
、
活
発
に
意

見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
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カ
オ
ル

来
年
は
受
験
よ

勉
強
は
？

オ
レ
将
来
ゲ
ー
ム

ク
リ
エ
ー
タ
ー

に
な
る
か
ら

受
験
し
な
い

マ
マ
友
で
相
談
で
き
る

相
手
は
い
な
い
し…

P
T
A
の
時

相
談
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よ
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息
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ゲ
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エ
ー
タ
ー
に
な
る
か
ら

受
験
し
な
い
っ
て

い
う
ん
で
す
よ
ォ

あ
ら
ぁ 

ウ
チ
の
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兄
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ゲ
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志
望
だ
け
ど…

お
も
し
ろ
い
ゲ
ー
ム
を

作
る
に
は

勉
強
も
必
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だ
か
ら
っ
て

高
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も
大
学
も
し
っ
か
り

行
っ
た
わ
よ
ー

オ
レ
や
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マ
ン
ガ
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に

な
る
か
ら

受
験
し
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い

カ
オ
ル
ー

ゲ
ー
ム
ク
リ
エ
ー
タ
ー

に
は
勉
強
も
必
要
よ
ー

P
T
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っ
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路
相
談
も

た
よ
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な
る
わ
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作　ラクトいちご

「ケータイ・スマホ夜10時電源OFF運動」アンケート結果
　北九州市ＰＴＡ協議会では、『ケータイ・スマホ
夜 10 時電源 OFF 運動』を 3 年ほど前より推進
しています。そこで教育環境委員会として、各単
位ＰＴＡでどの程度浸透しているのか？どのような
活動が行われているのか？アンケート調査を実施
いたしました。ご協力を頂いた会長様等お忙しい
ところ本当にありがとうございました。
   今回の結果から『ケータイ・スマホ夜 10 時電
源 OFF 運動』という言葉は、浸透してきている
ことが分かります。しかし活動の実態では、各学
校での取り組みに差がみられ、幟を立てているだ
けのところもあれば、研修会や勉強会等を積極
的に実施して、子ども達や保護者に対して活動を
行っているところもありました。
   まずは、このアンケート結果を皆様にご報告さ
せていただくとともに、この結果から北九州市Ｐ
ＴＡ協議会教育環境委員会として、より一層の各
単位ＰＴＡが活動しやすい内容を提案していきま
す。今後の予定として、標語の募集とコンクール
の開催、親子で参加できる講演会、ＰＴＡハンド
ブック等への情報提供などを実施していきたいと
考えています。ＰＴＡとして子ど
も達を取り巻くネット環境の整
備の取り組みを、子どもと一緒
に保護者も学びながら実施して
いきます。

夜は
電源OFF!!

1 2 3「ケータイ・スマホ夜 10 時
 電源 OFF 運動」をご存知ですか ?

4 現在、学校でスマホについての何
かしらの活動を行っていますか？

5 活動主体は
どなたですか？

6 どのような活動を
行っていますか？

7 活動を行っていない理由
を教えてください。

どのような活動なのか
お答えください。

学校内でこの活動が
生かされていると思いますか？

知っている
90%

言葉は
聞いたことがある

のぼりは見たことがある
知らない

6%

3%

0.5%
わからない 0.5%

1年間の成果を
お待ちしています

PTA 広報紙コンクール

応募作品募集

詳細は「第３９回全国小・中
学校ＰＴＡ広報紙コンクール
作品募集について」のお知
らせが日Ｐから事務局に届き
次第、配布いたします。

平成29年4月7日(金)必着
締　切

平成29年5月18日(木)
広報委員研修会にて

表彰式

小・中・特別支援学校PTAで、
2回以上発行した広報紙。

（平成28年4月から平成29年3月発行分）

応 募 対 象

第62回
日本PTA九州ブロック研究大会

おおいた大会
ともにつながり育て合おう !
光り輝く地

こ　ど　も　た　ち

域の宝のために
〜P

つ ど い

TA・協
そだてる

育・こどもの未
ゆ

来
め

〜

大会スローガン

分科会
10月21日（土）

全体会
10月22日（日）

第65回
日本PTA全国研究大会

仙 台 大 会
つながろうＰＴＡ！

子どもたちの輝く未来のために
～杜の都発！みちのくの今を伝えたい　　
　　　感謝の思いと確かな歩みとともに～

大会スローガン

分科会
8月25日（金）

全体会
8月26日（土）

月 日 曜日 予　　定

5月

13日 土 指導者研修会

18日 木 広報委員研修会

6月

3日 土 北九州市ＰＴＡ協議会総会

24日 土 第１回会長・副会長・役員研修会

8月

未定 土 「第 12 回 Stop・ザ・非行 ふくおか」福岡市大会

20日 日 家庭教育講演会

10月

21日 土

第62回日本ＰＴＡ九州ブロック研究大会　おおいた大会

22日 日

2月 4日 日 第２回会長・副会長・役員研修会

平成29年度　北九州市PTA協議会　年間計画

携帯・スマホの電源を
10時にOFFすること
62%

使用方法について
親子でルールを
決めること

その他 3%

35%
生かされている
45%生かされて

いない
39%

どちらとも
いえない

無記入

7% 9%

行っている
73%

行っていない
16%

わからない
無記入

9%

2%

PTA
33%

学校
61%

地域
その他

4%

2%

保護者に対する
研修会・勉強会
27%

生徒に対する
研修会・勉強会
27%

ポスター掲示
18%

のぼりを立てる
11%

外部の研修会・
勉強会のお知らせ

9%

啓発活動
8%

何をしたら
よいのか
わからない
43%

その他
15%

必要がないと思う
15%

時間がない
9%

面倒くさい6%

活動費用がない
6%役員や保護者の

協力がない 6%

平成 28 年度、第２回会長・副会長・役員研修会が、186 名の参加で行われ
ました。参加された会長・副会長・役員の皆様、ありがとうございました。

今回は、テーマを「PTA　知っておくこと　知りたいこと」とし、PTA 活動
の原点に立ち返り、様々な意見交流の場にしたいと考えて企画しました。

そこでまず、北九州市 PTA 協議会　今井研修委員長より、経験を活かしてご
自身の PTA 活動への取り組みを語っていただきました。お話が具体的でおもし
ろいと好評でした。

次に、講師に北九州まなびと ESD ステーション特任教員　宮原　昌宏　氏を
お招きし、ワークショップ研修会を行いました。

40 のグループに分かれ、ワールドカフェ方式で研修を進めました。最初に、
お互いに子どもの頃の思い出を話し自己紹介をしました。PTA として、子ども
達のために大人が行動することでどんなことが得られるか、一人一人が語って
いきました。一人一人の思いは、みんなで自由にマジックで机の上の紙に書き
ました。たくさんの仲間の存在や、指導者としての使命感を感じてもらいながら、
テーマに沿って話し合い等を行うことができ、
大変有意義な会長・副会長・役員研修会とな
りました。

情報交換会にも多くの方にご参加いただき、
和気あいあいとした中でいろいろな方とお話
ができた様です。

日　時   平成 29 年 2 月 12 日 ( 日 )
場　所   ホテルクラウンパレス小倉
講　師   北九州まなびと ESD ステーション　特任教員　宮原　昌宏　氏

北
九
州
市
の
学
力
・

体
力
向
上
施
策
に
つ
い
て

北
九
州
市
特
別
支
援

教
育
推
進
プ
ラ
ン
に
つ
い
て

平
成
29
年
度
の

予
算
要
求
状
況
に
つ
い
て


